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寄
せ
植
ゑ
し
め
ら
れ
、
叉
慢
は
共
の
種
類
あ
り
と
い
へ
ど
も
.
多
分

は
俗
に
呼
ぺ
る
千
本
槙
を
捗
多
植
ゑ
置
か
れ
、
公
聞
と
成
り
に
し
後

も
.
迫
々
一
植
ゑ
そ
へ
、
容
興
の
花
盛
り
貨
に
無
類
と
い
ふ
ぺ
し
。

一
、
祭
螺
山

此
の
岡
山
は
.
古
蹟
に
は
あ
ら
告
1
0

文
政
五
年
竹
揮
の
駿
閤
治
替
の

頃
、
持
庚
卿
の
御
物
数
寄
に
て
‘
此
の
地
漣
に
堀
を
掘
ら
せ
、
共
の

土
を
以
て
此
の
地
陀
築
山
を
趨
ら
せ
ら
れ
た
り
と
い
へ
り
。

一
、
七
縞
紳
山

此
の
地
は
‘
岡
山
に
も
非
宇
。
巌
石
あ
る
の
み
た
り
し
か
ど
、
共
の

名
を
七
縞
一
柳
山
と
呼
ぺ
り
。
是
も
古
蹟
に
あ
ら
歩
。
竹
津
殿
の
時
拷

庚
卿
の
治
ら
せ
ら
れ
し
泉
水
の
一
所
に
て
‘
共
の
頃
よ
り
七
楓
紳
山

と
呼
ぺ
り
と
い
へ
り
。

一
、
大
同
石
地
磁

此
の
地
磁
堂
は
‘
奮
務
前
悶
家
江
戸
本
郷
邸
の
庭
中
に
あ
り
た
る
悌

俊
也
。
再
校
江
戸
砂
子
に
云
ふ
。
石
地
磁
加
賀
太
守
の
庭
に
あ
り
。

四
尺
儀
の
立
像

k
t
.
商
鉢
異
相
、
見
る
も
の
恐
怖
す
。
後
背
広
措

書
に
て
、
大
同
元
年
と
あ
り
と
い
ふ
。
往
古
奥
州
街
道
左
り
と
。
慶

長
の
頃
此
の
地
を
藤
堂
自
然
に
下
さ
る
。
そ
の
頃
加
州
太
守
は
昇
平
橋

-

T
7
s
1
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い
ひ
侮
ふ
る
大
同
の
地
織
と
い
ふ
も
の
、
若
し
く
は
か
L

る
働
像
の

世
に
残
り
た
る
も
あ
る
た
ら
ん
か
。
加
州
石
川
郡
大
野
の
辻
堂
た
る

石
地
裁
た
ど
も
、
い
と
古
き
悌
像
に
て
、
世
人
大
同
の
作
仰
と
い
ひ

僻
へ
た
り
。
本
居
宜
長
の
玉
勝
間
丸
巻
K
.
初
瀬
よ
り
伊
賀
の
名
張

へ
ゆ
〈
聞
に
、
大
野
寺
と
い
ふ

K
.
い
と
た
か
く
大
き
た
る
石
に
悌

の
か
た
ゑ
り
た
る
あ
り
。
承
元
三
年
三
月
七
日
上
皇
御
昌
幸
長
谷
寺
井

宇
多
郡
内
大
野
石
悌
-
と
あ
る
は
‘
此
の
底
な
り
と
い
へ
り
。
是
加
州

の
大
野
地
離
に
似
た
り
。
本
朝
高
僧
停
に
‘
停
燈
寺
閉
山
漣
良
，
嘗

苗
a
大
悲
像
吋
自
製
品
讃
僻
二
蹴
昌
諸
賀
州
大
野
尼
寺
刊
と
い
ふ
事
た
ど
も

見
ね
た
り
。
又
今
公
圏
内
地
磁
堂
を
建
て
置
か
る
L
地
は
‘
奮
藩
十

二
世
湾
庚
卿
竹
樺
殿
居
室
の
遺
祉
に
て
、
殊
に
そ
の
さ
き
此
の
居
室

に
苑
逝
せ
ら
れ
‘
共
の
枕
石
と
て
居
室
に
あ
り
し
を
.
居
室
取
設
さ

れ
し
時
.
そ
の
石
を
ぽ
共
の
憧
に
磁
し
置
か
れ
た
り
。
然
る
に
明
治

厳
務
の
際
‘
江
戸
本
郷
邸
よ
り
彼
の
石
像
を
取
寄
せ
ら
れ
、
枕
石
の

所
へ
地
裁
堂
を
建
て
ら
れ
、
枕
石
は
取
除
か
せ
ら
れ
し
と
云
ふ
。
済

成
卿
在
世
の
頃
は
、
此
の
居
室
よ
り
卯
辰
山
を
向
に
見
渡
し
け
る
ゆ

ゑ
1

卯
炭
山
庚
申
塚
の
下
漣
に
榎
樹
を
多
〈
鑑
ゑ
付
け
ら
れ
し
か

ど
‘
悉
〈
枯
れ
た
り
と
‘
古
老
の
話
残
れ
り
。
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O 

の
外
に
屋
敷
あ
り
と
い
へ
り
。
或
は
-X
ふ
。
明
治
維
新
の
際
、
沓
藩

江
戸
鰭
邸
共
引
梯
の
頃
、
此
の
石
像
古
悌
に
-
て
従
来
崇
敬
せ
ら
れ
し

故
に
、
彼
の
地
よ
り
携
へ
来
り
屈
託
に
安
置
せ
し
と
ぞ
。
平
吹
按
守
る

に
、
世
に
古
遣
の
石
像
を
ぽ
大
同
元
年
の
作
悌
と
稀
し
‘
或
は
犬
同

の
地
磁
と
呼
べ
り
。
大
周
年
中
に
地
臓
の
石
像
を
諮
り
、
街
識
の
道

脇
に
地
裁
堂
を
港
管
せ
し
事
は
、
い
ま
だ
固
奥
等
に
も
見
蛍
ら
占
J

。

三
代
質
鍛
貞
観
九
年
十
二
月
十
九
日
の
僚
に
‘
故
律
師
静
安
弟
子
東

大
寺
借
停
燈
法
師
位
賢
議
申
牒
言
4

承
和
年
中
静
安
奏
d

始
修
司
偽
名

俄
悔
之
法
一
一
便
守
備
=
天
下
-
専
修
剛
此
法
A

，
賢
髄
靭
扮
晶
衣
鉢
↓
換
以
a
丹
朱
-

治
二
時
三
千
像
八
鏑
吋
高
一
丈
八
尺
民
一
丈
閲
尺
.
鶴
一
一
銅
器
a
納
盟

前
回
八
幡
大
普
蔭
宮
吋
七
銅
安
昌
世
北
陸
道
路
間
吋
太
政
官
底
分
依
v
締
.

と
い
ふ
と
と
見
ゆ
れ
ど
、
此
は
地
減
の
石
像
に
て
も
た
く
、
殊
に
大

・
な
る
働
像
に
て
有
り
つ
れ
ば
、
異
た
れ

E
も
.
世
に
い
ひ
侮
へ
た
る

犬
同
の
地
裁
と
い
ふ
も
、
か
L
る
よ
し
に
て
諸
岡
へ
頒
配
せ
し
に
や

あ
ら
ん
。
源
平
盛
衰
記
舎
六
に
.
借
西
光
が
事
を
記
し
て
、
営
初
難
v

有
願
を
渡
せ
り
。
七
道
の
辻
毎
に
六
健
の
地
磁
菩
醸
を
治
り
奉
り
、

卒
都
婆
の
上
に
道
場
を
構
へ
て
、
大
悲
の
隼
像
を
居
ゑ
奉
り
、
廻
り
地

臓
と
名
け
て
云
々
。
と
い
ふ
事
を
載
せ
た
り
。
今
治
も
ふ
に
、
世
に

。
明
治
紀
怠
標

此
の
棋
は
‘
明
治
十
三
年
に
築
き
た
り
。
共
の
脹
石
は
、
披
内
玉
泉

院
丸
の
露
地
石
に
て
、
寛
永
年
中
醤
藩
三
世
中
納
言
利
常
卿
.
玉
泉

院
丸
に
泉
水
築
山
を
諮
ら
し
め
給
へ
る
頃
、
能
登
滞
等
よ
り
鵠
き
寄
.

せ
給
ひ
し
石
共
な
り
。
日
本
武
隼
の
銅
像
は
、
越
中
高
岡
に
て
鋳
治

せ
り
。
此
の
標
は
元
金
津
替
所
よ
り
褒
起
す
と
い
へ

E
も
‘
間
制
践
に

於
て
勧
業
係
の
官
員
霊
力
し
て
落
成
す
と
い
へ
り
。
共
の
入
費
捗
多

友
り
し
と
い
へ
ど
も
、
聖
上
よ
り
金
吉
岡
下
し
賜
は
り
‘
奮
藩
前
悶

従
四
位
公
よ
り
七
百
園
、
東
本
願
寺
よ
り
二
千
園
、
西
本
願
寺
よ
り

模
前
の
外
廻
り
石
遺
の
柵
等
の
入
費
を
寄
附
せ
ら
れ
、
共
の
他
懸
下

金
津
及
び
加
賀
・
能
登
・
越
前
・
越
中
の
諸
郡
郷
有
志
の
者
共
は
勿
論
、

長
野
膝
等
他
鯨
下
の
人
民
ま
で
も
多
少
献
金
し
け
る
に
依
っ
て
‘
不

日
経
替
の
功
を
奨
し
.
明
治
十
三
年
十
月
廿
六
日
よ
り
三
十
日
ま

で
.
回
数
五
日
間
祭
実
式
を
執
行
し
‘
且
東
西
本
願
寺
の
門
主
も
下

向
あ
り
て
‘
法
合
総
政
な
ど
せ
ら
れ
し
か
ぽ
、
貴
賎
老
若
群
を
な
し

け
り
。
夫
れ
よ
り
毎
年
五
月
祭
胞
執
行
の
恒
例
と
は
成
り
た
り
。
右

は
古
蹟
に
関
係
せ
告
ー
と
い
へ
ど
も
、
圏
内
の
美
観
た
る
が
ゆ
ゑ
に
愛

に
記
載
す
。




